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【博士研究報告・博士課程研究論文のみ】ここに，600字以内で和文要旨を記載する。放送大学は，BSテレビ・ラジオ，インターネットを通じて学習できる通信制大学・大学院である。放送大学は，BSテレビ・ラジオ，インターネットを通じて学習できる通信制大学・大学院である。放送大学は，BSテレビ・ラジオ，インターネットを通じて学習できる通信制大学・大学院である。
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【Only for Doctoral category】Write an English abstract here in 200 words or less. The Open University of Japan (OUJ) was founded in 1983 by the Open University of Japan Foundation, under the auspices of the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology, and the Ministry of Internal Affairs and Communications. The Open University of Japan (OUJ) was founded in 1983 by the Open University of Japan Foundation, under the auspices of the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology, and the Ministry of Internal Affairs and Communications.
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はじめに
これは，文化科学研究の原稿テンプレートである。
原稿の書式
全体の構成
原稿は，日本語の論文題目・著者氏名・要旨，英語の論文題目・著者氏名・要旨に続けて本文・引用（参考）文献の順に記述する。ただし，要旨は，博士研究報告と博士課程研究論文だけに記述する。本文のフォントサイズは9ポイントとし，本文は2段組み26文字×48行（1頁あたり2,496字）とする。文章は「である」調とし，簡潔で明確な表現とすること。
章と節
本文を章や節などに分ける場合には，1.，2.，…や1.1，1.2，…のようにポイントシステムによること。後述のスタイル「OJ見出し 1」～「OJ見出し 3」を用いれば，自動で採番される。
図と表
図と表には必ず番号と題目を付け，本文中に挿入すること。図および表の番号は，それぞれについての通し番号とする。図1に図の例を示す。
[image: ]
[bookmark: _Ref76309899]図1 放送大学のウェブサイト[3]
文献
引用（参考）文献は，脚注とせず最後にまとめる。引用の形式や書誌情報の記載方法は，研究分野ごとの標準的なスタイルによること。本テンプレートに例示されている文献番号による引用のほかに，「筆頭著者名（発表年）」によるスタイルも広く用いられている。後述の通り，文献リストのスタイルとして「OJ文献」を用意しているが，これを使用しなくてもよい。
文字の種類
英数字には半角文字を用いること。句点には全角のマル（。）を，読点には全角コンマ（，）を用いること。
和文縦書きおよび英文原稿
上記の指示のうち，可能なものについては対応すること。
テンプレートの使用
本テンプレートでは，表1のスタイルを用意している。
[bookmark: _Ref76308917]表1 本テンプレートのスタイル
	スタイル
	適用箇所

	OJ題目／同(英)
	論文題目 日／英

	OJ著者氏名／同(英)
	著者氏名日／英

	OJ要旨／同(英)
	要旨日／英

	OJ見出し 1～3
	章・節・項タイトル

	OJ本文
	本文

	OJ図
	図

	OJ図題目／表題目
	図／表のタイトル

	OJ文献・謝辞見出し
	文献と謝辞の見出し

	OJ文献
	文献リスト



本テンプレートでは，1ページ目の下部に，著者の所属等を脚注として記載している。脚注の参照先として，英文要旨の次の行に隠し文字を記載している。誤って削除しないように注意すること。
なお，表のタイトルのスタイルはあるが，表自体のスタイルは用意していない。

謝辞
謝辞が必要であれば，ここに記載する。

文献
若葉次郎, “〇〇の基礎”, 〇〇出版, 2021.
若葉次郎, “〇〇に関する研究”, 〇〇学会誌, Vol.5, No.3, pp.12-19, 2021.
[bookmark: _Ref76310545]“通信制大学・大学院の放送大学”, 
https://www.ouj.ac.jp/ (2021年7月4日参照)
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